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「
富
山
市
民
プ
ラ
ザ
」
を
巡
る
ス
ト

ー
リ
ー
は
、
建
物
単
体
の
設
計
や
建
設

の
話
だ
け
に
留
ま
ら
ず
、
一
九
八
〇
年

代
に
計
画
さ
れ
た
富
山
市
中
心
部
の
街

づ
く
り
構
想
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
。

　
Ｊ
Ｒ
富
山
駅
か
ら
城
址
大
通
り
を
南

に
向
か
う
と
、
県
庁
舎
と
市
庁
舎
、
オ

フ
ィ
ス
ビ
ル
が
立
ち
並
び
、
そ
の
向
こ

う
は
城
址
公
園
。
お
堀
に
臨
む
富
山
城

の
天
守
が
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
の
よ
う
に
目

に
入
り
、
現
代
の
街
並
み
の
中
に
歴
史

を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
る
。
さ
ら
に
城
址

公
園
の
南
側
が
、
古
く
か
ら
の
市
の
中

心
部
「
大
手
町
」
で
あ
る
。
明
治
期
か

ら
昭
和
期
を
通
じ
て
、
官
庁
や
警
察
、

図
書
館
、
病
院
、
保
健
所
、
公
会
堂
な

ど
が
入
れ
替
わ
り
な
が
ら
建
て
ら
れ
て

い
た
エ
リ
ア
で
、
江
戸
時
代
に
富
山
城

の
大
手
門
か
ら
出
て
い
た
通
り
が
、
城

址
公
園
の
南
辺
の
ほ
ぼ
セ
ン
タ
ー
か
ら

南
に
伸
び
て
い
る
。
明
治
以
降
は
「
県

庁
通
り
」、
戦
後
は
「
大
手
通
り
」
と
呼

ば
れ
て
い
た
と
い
う
。
ま
た
、
こ
の
通

り
を
進
む
と
、「
総
曲
輪
通
り
」
へ
の
入

り
口
が
あ
り
、
こ
こ
か
ら
商
店
街
が
東

に
向
か
っ
て
続
い
て
い
く
。

　

八
〇
年
代
中
頃
、
正
橋
正
一
市
長
の

も
と
、
二
十
一
世
紀
に
向
か
っ
て
、
こ

の
大
手
町
と
総
曲
輪
の
一
部
を
含
む
エ

リ
ア
の
活
性
化
を
図
る
た
め
に
再
開
発

市
の
中
心
部
の
活
性
化
を
図
る

中
核
施
設
と
し
て
オ
ー
プ
ン

市民プラザの外観には、内部のさまざまな施設の多様な表情が現れている。
2009年に開業された路面電車・セントラムが大手モールを往く。（写真：山田新治郎）

竣工当時の富山市民プラザ。89年、市制100周年記念
事業として、大手モールと共に整備された。
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（
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九
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一
年
）

富
山
市
民
プ
ラ
ザ
前
編

二
四
年
前
の
一
九
八
九
年
、北
陸
の
歴
史
あ
る
街
の
中
心
部
に
、富
山
市
民
プ
ラ
ザ
が
誕
生
し
た
。

公
的
な
複
合
文
化
施
設
の
先
駆
け
で
あ
り
、市
民
が
主
役
と
な
っ
て
活
用
す
る
場
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
。

前
編
は
、こ
の
建
築
が
計
画
さ
れ
た
経
緯
と
、ど
の
よ
う
な
特
徴
と
魅
力
を
も
っ
て
い
る
の
か
紹
介
し
よ
う
。



52建設業界 2013.853 建設業界 2013.8

 BCS賞受賞作品探訪記

つ
く
ら
れ
、
八
九
年
十
二
月
に
オ
ー
プ

ン
。
こ
の
建
設
は
富
山
市
制
一
〇
〇
周

年
記
念
事
業
の
一
つ
で
も
あ
っ
た
。

　

ゆ
っ
た
り
と
し
た
大
手
モ
ー
ル
を
歩

い
て
い
く
と
、
モ
ー
ル
に
つ
な
が
る
よ

う
に
前
庭
が
広
が
る
「
富
山
市
民
プ
ラ

ザ
」
が
迎
え
て
く
れ
る
。
さ
ま
ざ
ま
な

形
状
と
高
低
が
組
み
合
わ
さ
れ
た
複
雑

な
外
観
を
見
れ
ば
、
こ
こ
に
は
何
が
あ

る
の
だ
ろ
う
と
興
味
が
湧
い
て
く
る
。

内
部
は
じ
つ
に
多
様
な
用
途
の
施
設
群

が
つ
く
り
込
ま
れ
て
い
る
。
屋
内
型
の

イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス
と
な
る
ア
ト
リ
ウ

ム
、
音
楽
の
た
め
の
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
ホ

ー
ル
、
マ
ル
チ
ス
タ
ジ
オ
、
ア
ー
ト
ギ

ャ
ラ
リ
ー
、
二
五
㍍
プ
ー
ル
の
あ
る
フ

ィ
ッ
ト
ネ
ス
ス
タ
ジ
オ
な
ど
の
文
化
・

ス
ポ
ー
ツ
施
設
。
市
の
公
共
施
設
で
あ

る
市
民
学
習
セ
ン
タ
ー
、
公
民
館
、
市

立
外
国
語
専
門
学
校
な
ど
。
ま
た
レ
ス

ト
ラ
ン
に
カ
フ
ェ
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に

富
む
雑
貨
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
の
シ

ョ
ッ
プ
も
入
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
つ

な
い
で
い
る
階
段
や
通
路
、
ス
ロ
ー
プ

な
ど
共
用
の
移
動
経
路
は
ゆ
る
り
と
開

放
的
で
、
目
的
の
場
所
に
行
く
ま
で
に
、

ま
わ
り
の
光
景
が
自
然
に
目
に
入
っ
て

く
る
。
ま
る
で
街
を
巡
り
歩
く
よ
う
な

感
覚
が
楽
し
い
。

　

こ
れ
ら
の
施
設
群
は
、
い
ず
れ
も
市

民
が
集
い
、
自
分
た
ち
で
や
っ
て
み
た

い
こ
と
を
実
現
す
る
場
と
し
て
、
手
頃

な
規
模
に
設
定
さ
れ
て
い
な
が
ら
、
そ

れ
ぞ
れ
の
性
能
は
高
い
。
た
と
え
ば
音

楽
ホ
ー
ル
は
三
〇
八
席
と
小
ぶ
り
だ
が
、

音
響
設
計
は
充
実
し
て
お
り
、
週
末
は

市
民
の
演
奏
発
表
会
の
予
約
で
埋
ま
っ

て
い
る
と
い
う
。
そ
の
一
方
で
、
オ
ー

プ
ン
な
施
設
群
を
重
ね
、
あ
る
い
は
隣

接
さ
せ
て
い
る
た
め
、
音
や
振
動
が
互

い
に
影
響
し
な
い
設
計
が
必
要
だ
っ
た
。

遮
音
性
能
に
配
慮
し
た
り
、
防
振
性
能

を
持
つ
二
重
箱
の
よ
う
な
ボ
ッ
ク
ス
・

イ
ン
・
ボ
ッ
ク
ス
の
手
法
を
使
う
な
ど

工
夫
が
凝
ら
さ
れ
た
。

　

仕
上
げ
素
材
か
ら
も
デ
ザ
イ
ン
の
美

し
さ
、
心
地
よ
さ
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

外
装
に
は
ア
ル
ミ
パ
ネ
ル
や
磁
器
タ
イ

ル
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
ち
放
し
と
異
な

る
表
情
の
素
材
が
、
ま
た
内
装
は
共
用

ス
ペ
ー
ス
に
大
理
石
、
ガ
ラ
ス
、
木
な

ど
が
床
や
壁
に
使
わ
れ
、
内
外
と
も
白

い
ト
ー
ン
で
調
和
し
て
い
る
。「
デ
ザ

イ
ン
だ
け
で
な
く
、
耐
久
性
に
つ
い
て

も
考
え
て
い
ま
す
。
市
民
の
方
々
が
長

く
快
適
に
利
用
で
き
る
場
所
で
あ
り
た

い
」
と
福
永
氏
。
公
共
建
築
物
の
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
の
必
要
性
が
あ
ま
り
意
識
さ

れ
な
か
っ
た
時
代
に
、
地
元
の
設
計
者

と
連
携
し
、
良
好
な
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を

提
供
す
る
関
係
を
つ
く
っ
た
。
そ
れ
が

生
か
さ
れ
、
富
山
市
民
プ
ラ
ザ
は
多
く

の
人
が
親
し
む
場
で
あ
り
続
け
て
い
る
。

計
画
が
始
動
し
た
。
こ
の
と
き
八
六
年

に
、
具
体
的
な
街
づ
く
り
の
提
案
と
、

そ
の
後
の
設
計
・
監
理
に
携
わ
っ
た
の

が
建
築
家
・
槇
文
彦
氏
の
率
い
る
㈱
槇

総
合
計
画
事
務
所
で
あ
る
。

　

活
性
化
が
必
要
と
さ
れ
た
背
景
は
、

富
山
駅
周
辺
や
郊
外
に
商
業
施
設
が
集

ま
り
、
総
曲
輪
通
り
を
始
め
と
す
る
中

心
部
の
商
店
街
に
人
が
集
ま
り
に
く
く

な
っ
て
い
た
こ
と
に
加
え
、
大
手
町
の

公
共
施
設
の
移
転
や
建
物
の
老
朽
化
な

ど
で
街
の
形
も
あ
い
ま
い
と
な
り
、
一

帯
が
活
気
を
失
っ
て
い
た
こ
と
だ
っ
た
。

槇
総
合
計
画
事
務
所
の
福
永
知
義
副
所

長
が
当
時
の
提
案
に
つ
い
て
語
る
。

「
大
手
通
り
は
幅
二
五
㍍
と
広
く
、
長

さ
は
約
三
〇
〇
㍍
。
お
城
の
シ
ル
エ
ッ

ト
を
見
通
す
こ
と
が
で
き
て
、
景
観
的

に
も
歴
史
的
に
も
た
い
へ
ん
魅
力
の
あ

る
場
所
で
し
た
。
そ
れ
を
生
か
し
て
、

ヒ
ュ
ー
マ
ン
ス
ケ
ー
ル
の
街
並
み
と
す

る
こ
と
。
ま
た
、
市
民
病
院
の
跡
地
に
、

活
性
化
と
街
づ
く
り
の
起
点
と
し
て
、

日
常
的
に
市
民
が
集
ま
っ
て
き
て
自
分

た
ち
で
活
動
で
き
る
新
し
い
タ
イ
プ
の

公
共
文
化
施
設
を
つ
く
る
こ
と
で
賑
わ

い
を
も
た
ら
し
、
商
業
の
活
性
化
に
も

つ
な
げ
よ
う
と
提
案
を
し
ま
し
た
」。

こ
れ
を
も
と
に
「
大
手
モ
ー
ル
」
と
複

合
文
化
施
設
「
富
山
市
民
プ
ラ
ザ
」
が

設
計
者
よ
り

　
都
市
の
中
に
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ス
ケ
ー
ル

の
街
づ
く
り
を
し
ま
し
ょ
う
と
い
う
提

案
に
至
っ
た
の
は
、
槇
総
合
計
画
事
務

所
発
足
の
二
年
後
の
一
九
六
七
年
以
降

継
続
し
て
い
た
代
官
山
の
ヒ
ル
サ
イ
ド

テ
ラ
ス
の
計
画
や
、
都
市
型
の
複
合
文

化
施
設
と
し
て
八
五
年
に
竣
工
し
た
ば

か
り
だ
っ
た
青
山
通
り
の
ス
パ
イ
ラ
ル

の
実
績
な
ど
が
き
っ
か
け
で
し
た
。
複

合
文
化
施
設
は
ま
だ
め
ず
ら
し
い
時
代

で
し
た
。
ス
パ
イ
ラ
ル
は
民
間
の
建
物

で
す
が
、
公
的
に
つ
く
ら
れ
た
の
は
富

山
市
民
プ
ラ
ザ
が
全
国
で
初
め
て
で
す
。

建
設
と
運
営
が
第
三
セ
ク
タ
ー
方
式
と

い
う
の
も
新
し
い
試
み
で
し
た
。

　
市
民
プ
ラ
ザ
の
建
物
は
活
動
を
受
け

入
れ
る
耐
用
性
の
あ
る
器
と
し
て
、
さ

ま
ざ
ま
な
使
い
方
が
で
き
ま
す
し
、
市

民
の
方
々
が
主
役
で
す
か
ら
、
使
い
方

が
ど
ん
ど
ん
変
わ
っ
て
い
っ
て
い
い
で

し
ょ
う
。
市
民
プ
ラ
ザ
は
、
建
物
を
長

く
使
い
続
け
る
た
め
に
、
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
に
も
力
を
入
れ
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま

す
。
私
た
ち
は
竣
工
後
も
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
建
物
の
設
計

で
協
力
し
て
い
た
だ
い
た
地
元
の
設
計

事
務
所
の
方
に
フ
ォ
ロ
ー
し
て
も
ら
っ

て
い
ま
す
。
市
民
プ
ラ
ザ
の
担
当
者
の

方
も
、
そ
の
ほ
う
が
日
常
的
な
更
新
や

問
題
を
相
談
し
や
す
く
、
動
き
や
す
い

で
す
か
ら
。
特
に
新
し
い
使
い
方
を
し

た
い
と
い
っ
た
と
き
に
は
、
こ
ち
ら
に

連
絡
を
も
ら
い
、
検
討
す
る
な
ど
、
良

い
関
係
が
で
き
て
い
ま
す
。
施
工
者
の

佐
藤
工
業
さ
ん
も
積
極
的
に
協
力
し
て

く
だ
さ
い
ま
す
。
な
に
よ
り
も
市
民
の

方
に
長
年
使
い
続
け
て
い
た
だ
い
て
い

る
こ
と
は
う
れ
し
い
か
ぎ
り
で
す
。

愛
着
を
も
っ
て
使
わ
れ
て
こ
そ

建
物
は
長
生
き
し
ま
す

株
式
会
社
槇
総
合
計
画
事
務
所 

副
所
長

エントランスの左手から2階のグラスアートギャラリーや展示ギャ
ラリーへ向かうエスプラナード。ゆったりとした共用空間が施設
をつないでいる。（写真：山田新治郎）

富山市民プラザの中心に位置するアトリウム。屋内型の広場であり、
エントランスロビーや屋外の前庭とともに、市民がさまざまなイベン
トに活用している。（写真：山田新治郎）

手前は城址公園。その中ほどをまっすぐに伸びる通りが大
手モール。富山市民プラザを起点として再開発が行われ、
99年に富山国際会議場（右）とホテル（左）が整備された。

（提供：㈱富山市民プラザ）

印
象
的
な｢

都
市
の
顔｣

の
中
に

市
民
が
活
動
す
る
場
を
つ
く
る

高
性
能
の
施
設
設
計
と
、

美
し
く
耐
久
性
の
高
い
デ
ザ
イ
ン

Tom
oyoshi Fukunaga

福
永
知
義

市がコンパクトな街
づくりを進める一環
として、2009年大手
モールに路面電車・
セントラムを導入。
開業当日、富山市民
プラザ前も賑わっ
た。（提供：㈱富山
市民プラザ）
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所 在 地：�富山県富山市大手町6
建 築 主：株式会社富山市民プラザ
設 計 者：�株式会社槇総合計画事務所
施 工 者：�佐藤工業株式会社、株式会社鴻池組、林建設工業株式会社、
　　　　　日本海建興株式会社、近藤建設株式会社
竣　　工：1989年11月30日
敷地面積：6,002.69㎡
建築面積：4,283.47㎡
延床面積：22,702.30㎡
階　　数：�地下2階、地上7階、塔屋3階
構　　造：�鉄骨鉄筋コンクリート造、鉄筋コンクリート造、一部鉄骨造

計画概要

富山市民プラザ
JR富山駅より徒歩約15分。富山駅よりセントラムで約8分「大手モール」下車

★

神
通
川

富山市民プラザ

富山
北陸本線富山駅前

大手モール

208

22

44

富山城

県庁前公園

富山県庁
富山県立
富山中高部

富山市立
芝園小

断面図 

配置・1階平面図 

4階平面図 

2階平面図 


